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みんなで

がんばろう

国
道
二
五
三
号
線
（
十
日
町
ー
六
日
町
）

は

次
の
冬
か
ら
交
通
確
保

飯
山
線
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
崩
壊

に
よ
る
冬
の
交
通
確
保
と
同
ト
ン
ネ

ル
の
皐
期
復
旧
の
た
め
、
市
で
は
去

る
二
十
三
日
村
山
市
長
を
先
頭
に
各

団
体
代
表
三
十
二
人
の
陳
情
団
が
上

京
し
て
、
自
民
党
田
中
幹
事
長
を
は

じ
め
、
運
輸
、
建
設
、
各
省
な
ら
び

に
国
鉄
本
社
、
地
元
選
出
代
議
士

（
大
竹
、
高
鳥
）
等
を
訪
れ
、
国
鉄

飯
山
線
越
後
川
ロ
ー
岩
沢
間
の
列
車

運
休
に
伴
う
交
通
確
保
対
策
の
、
緊
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へ

飯
山
線
も
輸
送
力
増
強

急
実
施
に
つ
い
て
の
強
力
な
陳
情
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
現
状

の
打
開
策
と
し
て
二
五
三
号
線
（
十

日
町
～
六
日
町
）
が
最
短
距
離
と
思

わ
れ
る
の
で
、
計
画
通
り
改
良
を
終
．

わ
り
舗
装
は
一
部
昭
和
四
十
六
年
度

に
ま
わ
し
、
危
険
度
の
高
い
箇
所
に

ス
ノ
ー
セ
ヅ
ト
を
で
き
る
h
限
り
作

り
、
次
の
冬
か
ら
で
も
交
通
が
確
保

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
と
い
う
回
答

を
得
た
ほ
か
、
間
題
の
高
場
山
ト
ン

ネ
ル
も
国
鉄
本
社
で
阜
急
な
結
論
を

出
し
て
、
一
年
5
一
年
半
の
突
貫
工

覇
で
復
旧
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
飯
山

線
の
輸
送
力
増
強
に
万
全
を
期
す
と

い
う
指
示
を
長
野
鉄
道
管
理
局
長
に

出
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
冬
の
変
通

を
確
保
し
、
孤
豆
を
防
ぐ
市
民
集
会

を
頂
点
と
す
る
強
力
な
市
民
運
動
が

よ
う
や
く
関
係
当
局
を
動
か
し
、
緊

急
施
策
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
具
現
化

さ
れ
つ
N
あ
り
ま
す
。

　
以
下
は
陳
情
団
の
運
動
経
過
と
当

局
の
回
答
や
見
通
し
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
．

　
陳
情
団
は
村
山
市
長
を
は
じ
め
島

田
議
長
、
波
間
（
慎
）
商
工
会
議
所

代
表
、
近
藤
（
雄
）
農
協
代
表
、

諸
里
青
年
会
議
所
理
事
長
、
山
内

（
軍
）
商
工
会
代
表
、
丸
山
、
金
沢

池
田
、
須
藤
、
阿
部
、
中
町
、
山
田

涌
井
、
久
保
田
、
福
崎
の
各
市
議
、

織
物
組
合
、
そ
の
他
地
区
代
表
、
三

十
二
名
が
上
京
し
、
高
鳥
代
議
士
の

案
内
で
最
初
に
文
京
区
目
白
台
の
田

中
幹
亭
長
自
宅
を
皮
切
り
H
に
、
運

輸
、
建
設
各
省
な
ら
ぴ
に
国
鉄
本
社

を
訪
問
し
①
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
復
旧
②
国
道
一
一
七
号
線
の
除

雪
に
よ
る
交
通
確
保
と
、
計
画
工
亭

期
間
の
短
縮
③
国
道
二
五
三
号
線
の

昭
和
四
十
五
年
度
冬
期
交
通
確
保
④

北
越
北
線
（
十
日
町
セ
六
日
町
）
の

麺
震
に
つ
い
て
驕
し
ま
し

た
。
各
陳
情
先
で
の
回
答
は
、
お
よ

そ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
し
た
．

写
真
は
田
中
幹
事
長
の
私
邸
を
訪
間
し
た
陳
情
団
　
（
＋
日
町
タ
イ
ム
ス
馬
場
記
者
撮
影
）

③
北
越
北
線
に
つ
い
て

　
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
災
害
に
鑑
み

還
輸
省
、
国
鉄
本
社
に
連
絡
、
六
日

町
5
十
日
町
間
の
路
線
は
、
昭
和
四

十
七
年
屋
完
成
の
計
画
で
は
あ
る
が

大
巾
な
予
算
を
獲
得
し
出
来
る
だ
け

完
成
の
時
期
を
早
め
る
よ
う
努
力
す

る
。
④
二
五
三
号
線
に
つ
い
て

肉
現
状
の
打
開
策
は
、
こ
の
路
線
の

改
良
が
最
短
距
離
と
思
う
の
で
、
何

と
か
十
二
月
迄
に
無
雪
化
さ
れ
る
よ

う
な
路
線
に
す
る
の
で
、
沿
線
住
民

の
特
段
の
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

二
五
三
の
無
雪
化
が

目
取

　
田
中
幹
事
長

①
国
鉄
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
災
害
復
旧

　
に
つ
い
て

　
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
地
江
0
に
つ

い
て
は
、
昨
日
テ
レ
ビ
下
．
見
た
と
同

時
に
関
係
当
局
よ
り
連
絡
を
受
け
た

十
日
酊
市
民
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

私
の
選
挙
区
の
住
民
も
、
鉄
道
と
道

路
が
両
方
と
も
途
絶
し
た
の
で
関
係

当
局
に
早
急
に
復
旧
す
る
よ
う
指
示

し
た
。
現
場
は
有
名
な
地
元
り
地
帯

な
の
で
原
形
復
旧
は
困
難
と
思
う
。

こ
の
地
帯
を
除
外
し
、
新
路
線
を
計

画
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
日
も
早

く
復
旧
す
る
よ
う
運
輸
省
、
国
鉄
、

建
設
省
に
働
き
か
け
る
。

　
な
お
国
鉄
代
行
パ
ス
の
来
客
を
か

千
谷
駅
に
降
車
さ
せ
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
越
後
交
通
に
業
務
を
委
託
さ

せ
運
賃
の
精
算
を
国
鉄
に
支
払
わ
せ

る
よ
う
手
を
打
つ
。
十
日
町
以
用
の

飯
山
線
の
輸
送
力
を
強
化
す
る
よ
う

国
鉄
に
運
絡
す
る
．

②
一
般
国
道
二
七
号
線
、
岩
沢
i

　
小
手
谷
間
の
改
良
に
つ
い
て

　
こ
の
区
間
も
私
の
選
挙
区
で
道
路

の
法
線
に
つ
い
て
沿
線
住
民
と
の
了

解
点
が
得
ら
れ
す
着
工
が
遅
れ
ご
迷

惑
を
か
け
た
こ
と
は
申
し
訳
な
か
っ

た
．
漸
く
四
十
四
年
度
に
地
元
民
と

も
解
決
が
出
来
た
の
で
、
建
設
省
に

連
絡
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
の
進
渉

を
計
り
遅
く
と
も
昭
和
四
十
七
年
度

ま
で
に
は
ス
ノ
ー
セ
ッ
ト
を
完
備
し

た
完
全
な
無
男
道
路
に
す
る
計
画

で
あ
る
と
の
連
絡
が
建
設
省
よ
り
あ

っ
た
が
、
私
と
し
て
は
高
場
山
ト
ン

ネ
ル
の
関
連
事
業
な
の
で
、
完
成
の

時
期
を
阜
め
る
よ
う
指
示
す
る
．

短
距
離

⑤
二
五
二
号
線
に
つ
い
て

　
こ
の
路
線
の
改
良
は
、
十
日
町
市

内
に
地
起
り
地
帯
が
多
い
上
に
、
ト

ン
ネ
ル
を
計
圃
し
て
い
る
の
で
、
早

期
完
成
は
無
理
か
と
思
う
が
、
果
す

使
命
が
大
な
の
で
、
大
巾
な
予
算
を

獲
得
す
る
よ
う
建
設
省
に
連
絡
す
る

　
運
輸
省
町
田
監
督
局
長

　
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
災
害
復
旧
は

国
鉄
よ
り
報
告
を
受
け
た
。
当
省
と

し
て
も
一
日
も
皐
く
復
旧
方
法
の
結

論
を
出
し
、
工
事
に
着
手
さ
れ
る
よ

う
国
鉄
に
指
示
し
た
。
ま
た
現
在
長

野
方
面
よ
り
の
輸
送
依
制
で
は
ま
に

あ
わ
な
い
の
で
、
長
野
鉄
道
管
理
局

長
に
指
示
し
輸
送
力
の
万
全
を
期
し

た
い
。

　
建
設
省
川
上
国
道
第
二

　
課
長
（
長
岡
市
出
身
）

　
一
般
国
道
二
五
三
号
線
（
六
日
町

5
＋
日
町
）
改
良

　
昨
日
（
二
十
二
日
）
布
長
、
県
土

木
部
長
、
県
道
路
建
設
課
長
よ
り
同

趣
旨
の
陳
情
が
あ
っ
た
。
全
国
道
路

利
用
者
会
議
の
主
催
す
る
全
国
道
路

総
決
起
会
大
が
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
、
根
本
建
設
大
臣
を
迎
え
代
議
士

約
七
百
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

南
条
徳
男
会
長
あ
い
さ
つ
の
次
に
副

会
長
で
あ
る
十
日
町
市
長
の
提
案
理

由
が
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
有

力
者
で
あ
る
の
で
当
課
関
係
の
大
巾

な
予
算
獲
得
に
努
力
を
願
い
た
い
と

主
客
転
倒
す
る
よ
う
な
願
い
が
あ
っ

た
．
結
果
は
六
日
町
～
十
日
町
間
の

完
全
無
雪
化
さ
れ
る
道
路
の
改
良
予

蒸
約
九
億
震
す
る
が
、
＋
二
月

迄
に
全
部
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
の
で
、
先
づ
計
画
通
り
の
法

線
で
改
良
を
完
成
し
、
舗
装
は
一
部

四
十
六
年
度
に
廻
し
、
男
崩
の
危
険

箇
所
に
ス
ノ
ー
セ
ッ
ト
を
出
来
る
だ

け
作
り
、
こ
れ
も
全
部
完
成
す
る
こ

と
は
工
期
が
少
な
過
ぎ
る
の
で
取
り

一
あ
え
す
危
険
度
の
高
い
箇
所
に
設
置

し
、
何
と
か
冬
期
間
で
も
通
れ
る
よ

う
に
実
施
す
る
。

　
高
橋
国
道
第
一
課
長

　
　
　
　
　
　
（
柏
崎
出
身
）

　
国
道
一
一
七
号
岩
沢
～
小
千
谷
聞

の
改
良
、
国
道
二
五
二
号
北
原
5
堀

之
内
間
の
改
良
陳
情
。

　
　
一
一
七
号
線
の
岩
沢
5
小
千
谷
間

は
雪
崩
危
険
箇
所
が
約
三
ヂ
材
あ
る

一

雪
と
交
通
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
掲
示
板
三
ケ
所
に
設
置

　
二
十
七
日
か
ら
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス

美
よ
志
さ
ん
わ
き
、
高
田
町
一
、
二
丁

目
交
差
点
肉
仙
支
店
さ
ん
前
、
市
役

所
前
の
三
箇
所
に
「
雪
と
交
通
の

お
知
ら
せ
」
の
掲
示
板
を
設
け
ま

し
た
。

　
午
前
九
時
の
市
内
八
箇
所
の
積
雪

の
深
さ
、
主
な
国
、
県
、
市
道
の
交

通
状
況
、
飯
山
線
の
運
行
状
況
、
パ

ス
路
線
の
還
行
状
況
、
そ
の
他
緊
急

お
知
ら
せ
亭
項
が
内
容
で
す
。

　
市
長
公
室
雪
害
係
に
、
気
象
観
測

所
、
土
木
事
務
所
、
駅
、
バ
ス
会
社

よ
り
当
日
の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
午

前
十
時
半
に
内
容
を
差
し
替
え
る
予

一
定
で
す
・

る
の
で
早
期
の
完
成
は
困
難
と
思
．

う
。
　
井
上
地
方
遭
課
長

　
主
要
地
方
道
小
午
谷
、
午
手
、
十

薫
の
舗
韓

　
昨
日
（
二
十
二
日
）
市
長
、
県
土
、

木
部
長
、
県
道
路
建
設
課
長
よ
り
同

趣
冒
の
陳
情
が
あ
っ
た
．
こ
の
路
線

は
，
現
在
小
千
谷
よ
り
十
日
剛
方
面
・

に
通
じ
る
唯
一
の
道
路
で
あ
る
。
こ

れ
を
完
全
無
雪
に
す
る
に
は
、
舗
装

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
予
算
は
約
九

千
万
円
必
要
で
あ
る
が
、
県
と
よ
く

協
議
し
地
元
の
期
待
に
添
う
よ
う
努

｝
力
す
る
。

高
場
山
ト
ン
ネ
ル
は

　
　
　
　
　
　
　
　
新
路
線
で
復
旧

の
で
変
通
が
ス
ト
ッ
ブ
し
て
い
る
。

こ
の
間
の
改
良
予
算
は
約
十
三
億
必

要
で
あ
る
。
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
災

害
に
鑑
み
、
十
日
町
市
は
、
現
征
県

道
一
本
に
た
よ
っ
て
い
る
よ
う
な
現

状
な
の
で
、
完
成
の
期
日
を
で
き
る

だ
け
早
め
る
。

　
国
道
二
五
二
号
線
に
つ
い
て
も
大

巾
な
予
算
を
獲
得
す
る
よ
う
大
蔵
省

に
変
渉
し
て
あ
る
が
、
こ
の
路
線
に

は
、
地
、
氾
地
帯
が
多
い
の
で
、
思
い

の
ほ
か
経
費
二
十
四
億
を
必
要
と
す

高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
復
旧
な
ど

　
　
　
飯
山
線
輸
送
増
強
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　
臨
時
総
会

　
飯
山
線
輸
送
増
強
促
進
期
成
同
盟

会
臨
時
総
会
は
一
月
三
十
日
正
午
か

ら
十
日
酊
商
工
福
祉
会
舘
で
開
か
れ

①
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
阜
期
復
旧
②

十
日
町
～
長
野
間
客
貨
車
の
輸
送
力

増
強
③
川
口
5
十
日
町
聞
の
増
発

（
現
在
の
川
口
発
終
庫
午
後
六
時
四

十
分
以
隆
）
④
国
鉄
代
行
パ
ス
の
小

千
谷
駅
停
車
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
す
が
、
同
総
会
に
は
飯
山
線
沿
線

（
長
岡
ま
で
含
む
）
の
十
七
市
町
村

長
と
議
艮
、
な
ら
び
に
十
日
町
、
長

岡
、
小
千
谷
市
の
商
工
会
議
所
会
頭

な
ど
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
鈴
木
長

鉄
局
長
、
斉
藤
飯
山
線
管
理
長
、
県

商
政
課
長
ら
あ
わ
せ
て
約
四
十
名
が

出
席
し
て
飯
山
線
の
輸
送
増
強
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
鉄
本
社
長
浜
理
事
及

　
び
久
保
村
土
木
課
長

高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
復
旧
に
つ
い

▼
十
二
月
十
五
日

　市議

会
で
は
、
昨
年
十
二
月
十
五

日
飯
山
線
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
変
動

が
進
み
議
長
は
、
危
険
状
態
で
あ
る

こ
と
を
察
し
、
雷
害
対
策
特
別
委
員

会
と
協
議
し
、
今
冬
の
豪
雪
対
策
と

関
連
す
る
重
要
間
題
な
の
で
、
高
場

山
ト
ン
ネ
ル
の
補
強
工
事
が
行
な
わ

れ
て
も
現
在
よ
り
好
転
し
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に
強
力
な
調
査
団
を
派

遣
し
、
結
論
を
早
急
に
ま
と
め
て
、

一
日
も
早
く
完
全
運
行
が
で
き
る
よ

う
国
鉄
中
部
支
社
艮
（
名
古
屋
）
に

陳
情
し
ま
し
た
．

▼
一
月
＋
日

　
高
楊
山
ト
ン
ネ
ル
が
危
険
と
な
っ

た
為
、
島
田
議
長
は
、
村
山
市
長
と

高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
災
害
に
伴
う

十
日
町
市
議
会
の
対
策
運
動

て
。
　
現
地
は
有
名
な
地
池
り
地
帯
で
あ

る
．
現
型
復
旧
に
は
約
三
億
円
必
要

で
あ
る
が
再
災
害
の
な
い
よ
う
原
形

復
旧
を
取
止
め
て
新
路
線
約
一
・
○

♂
麿
を
計
画
し
た
い
．
ト
ン
ネ
ル
の

延
長
は
六
百
～
七
百
齎
に
な
る
と
思

を
。
必
要
経
費
は
約
七
芝
八
億
、
国

鉄
本
社
と
し
て
は
、
現
地
に
派
遣
し

た
調
査
員
を
一
月
二
十
六
日
本
社
に

招
き
協
議
、
早
急
に
結
論
を
出
し
て

工
事
に
着
手
す
る
計
画
で
あ
る
．
工

事
期
間
は
一
～
一
・
五
年
位
と
思
う

が
、
突
貫
工
事
を
実
施
し
完
成
の
時

期
を
皐
め
る
。
長
野
か
ら
の
輸
送
力

増
強
に
つ
い
て
は
長
野
鉄
道
菅
理
局

艮
に
指
示
し
、
万
全
を
期
す
る
。

　
大
竹
代
議
士

　
四
件
の
陣
情
を
一
括
大
竹
先
生
に

陳
情
の
結
果
、
四
件
と
も
け
ん
め
い

に
努
力
す
る
と
い
う
力
強
い
答
弁
が

【
あ
り
ま
し
た
．

打
ち
合
わ
せ
急
き
ょ
上
京
し
て
地

元
代
議
士
、
運
輸
省
、
国
鉄
本
社
、

建
設
省
な
ど
に
飯
山
線
の
実
情
を
訴

え
同
ト
ン
ネ
ル
は
現
状
か
ら
み
て
使

用
不
可
能
と
み
ら
れ
る
の
で
．
阜
急

に
新
路
線
の
決
定
を
は
か
り
、
一
日

も
早
く
工
事
に
着
手
す
る
よ
う
強
力

な
推
進
を
は
か
り
ま
し
た
．
　
（
概
要

別
項
）
▼
一
月
十
四
日

　
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
災
害
で
飯
山
線

の
運
行
が
バ
ス
連
絡
に
切
換
え
ら

れ
、
貨
物
等
の
輸
送
に
大
き
な
打
撃

を
う
け
、
な
お
豪
雪
に
よ
る
県
道
岩

沢
、
川
口
間
お
よ
び
国
道
一
一
七
号

線
と
県
道
雪
峠
線
の
交
通
マ
ヒ
は
本

市
産
業
に
決
定
的
篭
被
害
を
も
た
ら

市
民
集
会
で
選
出
し
た

　
　
　
　
市
民
会
議
の
役
員

委
員
長
　
村
山
十
日
町
市
長

副
委
員
長
　
島
田
市
議
会
議
長

同
菅
村
商
工
会
議
所
会
頭

同
　
　
　
樋
口
市
農
協
組
合
長

同
　
　
　
滝
沢
織
物
組
合
理
事
長

す
と
予
想
し
、
急
き
ょ
島
田
議
長
と

阿
部
雪
害
特
別
委
員
長
が
出
県
し
、

亘
知
事
は
じ
め
関
係
部
課
長
に
実
情

を
っ
ぶ
さ
に
陳
情
し
、
知
事
も
実
情

を
よ
く
理
解
し
「
い
か
な
る
場
合
で

も
い
か
に
経
費
を
要
し
て
も
越
後
岩

沢
5
越
後
川
口
間
及
び
一
一
七
号
線

と
県
道
雪
峠
線
の
確
保
に
万
全
を
期

す
」
と
の
力
強
い
確
答
を
得
て
つ
ぎ

の
運
動
体
制
に
入
り
ま
し
た
。

▼
一
月
＋
七
日

　
市
議
会
全
員
特
別
協
議
会
が
開
か

れ
、
昨
年
十
二
月
の
国
鉄
中
部
支
社

を
は
じ
め
、
本
年
一
月
十
日
田
中
幹

事
長
な
ら
び
に
江
藤
参
議
院
員
及
び

国
鉄
本
社
に
陳
情
し
た
成
果
籠

月
十
四
日
出
県
の
状
況
報
告
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
が
、
同
協
議
会
で
市
議

会
と
し
て
飯
山
線
の
早
期
復
旧
に
国

道
二
五
三
号
線
、
北
越
北
線
等
あ
わ

せ
て
運
動
を
す
る
た
め
、
高
場
山
ト

ン
ネ
ル
災
害
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
な
お
当
日
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
質

間
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

し
た
．

・
こ
の
よ
う
な
災
害
に
な
っ
た
の
で

自
衛
隊
の
派
遣
要
請
を
し
て
は
ど
う

か
。・
雪
峠
一
本
で
は
豪
雪
期
に
な
っ
た

場
合
通
行
不
能
に
な
る
翁
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
一
一
七
号
線
を
人
工
ナ
ダ

レ
を
お
こ
し
て
も
除
雪
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

・
国
鉄
の
復
旧
が
鉦
内
に
完
成
す
る

見
通
し
が
つ
か
な
け
れ
ぱ
、
ま
だ
本

年
と
同
じ
く
雪
峠
線
一
本
に
た
よ
る

よ
う
で
は
こ
ま
る
の
で
、
ぜ
ひ
二
五

三
号
線
を
本
無
中
に
完
成
し
無
鋸
道

　
　
　
　
コ
　
ぬ
ロ
　
レ
　
　
ル
ゑ
　
　
　
ぎ
き
　
へ
ぜ
ハ
ヤ

略
に
ざ
拶
る
よ
う
に
強
く
中
央
に
働

き
か
け
る
こ
と
．

・
北
越
北
線
は
、
四
十
七
年
完
成
と

な
っ
て
い
る
が
、
多
額
な
予
算
を
つ

け
て
も
ら
っ
て
一
日
も
早
く
完
成
さ

せ
る
こ
と
。

・
二
五
二
号
線
も
早
期
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
。

・
代
行
バ
ス
を
小
千
谷
駅
に
停
璽
さ

せ
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
．
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高
場
山
ト
ン
ネ
ル
地
す
べ
り

災
害
経
過
と
対
策
措
置
の
概
要

▼
数
年
前
よ
り
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
巻

立
工
に
キ
裂
が
生
じ
、
H
鋼
に
よ
る

巻
立
補
強
工
事
が
行
な
わ
れ
て
き

た
。
▼
昨
年
四
月
の
融
雪
水
に
よ
り
キ
裂

が
広
が
り
、
さ
ら
に
八
月
豪
雨
で
地

盤
変
動
が
激
化
し
た
。
そ
の
た
め
約

一
ヵ
月
列
車
の
運
行
を
と
め
、
一
億

五
千
万
円
の
工
費
、
二
ヵ
年
計
画
で

復
旧
工
亭
が
進
め
ら
れ
た
。

▼
昨
年
十
二
月
二
十
日
鈴
木
長
野
鉄

道
管
理
局
長
が
来
市
、
地
す
ぺ
り
の

た
め
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
内
の
危
険
が

霧
り
、
専
門
講
箋
施
す

る
旨
連
絡
が
あ
っ
た
。

▼
二
十
五
、
六
の
両
日
に
わ
た
り
東

大
研
究
所
、
新
大
教
授
、
国
鉄
技
術

研
究
所
の
三
者
か
ら
な
る
調
査
団
が

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

▼
調
査
結
果
に
基
づ
き
国
鉄
で
は
二

十
八
日
か
ら
川
ロ
ー
岩
沢
間
の
運
転

を
当
分
の
間
休
止
と
決
定
、
乗
客
は

パ
ス
輸
送
に
切
り
替
え
、
貨
物
に
つ

い
て
は
長
野
経
由
と
決
め
た
。

▼
二
十
七
日
衆
議
員
議
昌
投
票
日
で

あ
っ
た
が
小
千
谷
土
木
事
務
所
に
関

係
市
町
村
、
国
鉄
お
よ
び
県
関
係
者

が
参
集
、
対
策
会
議
が
行
な
わ
れ
、

道
路
除
露
体
制
と
危
険
防
止
の
た
め

の
警
備
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
　
（
助

役
出
席
）

▼
二
十
九
日
県
土
木
部
広
瀬
道
路
補

修
課
長
が
十
日
町
、
小
手
谷
両
土
木

事
務
所
長
を
帯
同
来
市
、
災
害
に
伴

う
除
雪
対
築
の
強
化
と
道
路
管
理
に

っ
い
て
連
絡
お
よ
び
両
所
長
に
積
極

的
指
示
が
な
さ
れ
た
．

▼
一
月
七
日
来
市
し
た
鈴
木
長
野
鉄

道
管
理
局
長
に
対
し
市
長
霜
よ
び
議

長
が
次
の
陳
情
を
行
な
っ
た
。

①
一
刻
も
早
い
復
旧
対
策
の
実
施
。

②
十
日
町
－
長
野
間
の
急
行
列
車
の

増
発
．

③
貨
物
輸
送
の
万
全
。

④
除
雪
、
防
雪
対
策
の
強
化
。

⑤
列
車
遅
延
防
止
…
…
…
な
ど
．

▼
八
日
助
役
、
建
設
、
商
工
課
長
、
市

長
公
室
長
補
佐
が
出
県
、
土
木
部
長

ほ
か
関
係
部
課
長
に
県
道
川
ロ
ー
岩

沢
線
、
同
小
手
谷
、
千
手
、
十
日
町
線

（
雪
峠
線
）
両
道
路
の
一
一
車
線
確
保

に
つ
い
て
陳
情
し
た
。

▼
十
日
市
長
及
び
議
長
が
急
き
ょ
上

京
田
中
自
民
党
幹
富
長
、
大
竹
、
高
鳥

両
代
議
士
、
江
藤
（
智
）
、
岡
本
、

佐
藤
（
隆
）
各
参
議
院
議
員
、
国
鉄

本
社
北
沢
施
設
局
長
、
坂
保
線
課
長

鉄
道
建
設
公
団
小
川
東
京
支
社
長
に

次
の
陳
情
を
行
な
っ
た
。

①
一
日
も
早
く
復
旧
の
方
法
を
決
定

　
す
る
こ
と
．

②
復
旧
対
策
の
決
定
後
は
短
期
間
に

　
工
事
を
進
め
る
こ
と
。

③
将
来
再
び
こ
の
よ
う
な
事
態
が
心

　
配
さ
れ
る
の
で
北
越
北
線
を
軍
期

　
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
。

④
豪
雪
時
の
た
め
バ
ス
運
行
お
よ
び
．

　
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
支
障
の
な
い
よ

　
う
交
通
確
保
の
た
め
の
万
全
な
措

　
置
。

（
回
答
の
要
旨
）

①
国
鉄
で
は
積
極
的
に
取
り
組
み
、

十
二
月
の
調
査
団
の
ほ
か
一
月
十
三

四
日
国
鉄
内
の
ト
ン
ネ
ル
専
門
技
術

者
（
本
社
土
木
課
長
外
三
十
名
）
を

派
遣
し
て
現
地
調
査
し
、
早
く
対
策

の
方
針
を
出
し
た
い
。
除
雪
体
制
に

つ
い
て
は
県
と
充
分
連
絡
済
み

②
田
中
幹
事
長
ほ
か
各
国
会
議
員
も

こ
の
災
害
に
つ
い
て
は
充
分
事
情

を
理
解
し
、
阜
期
解
決
の
た
め
努
力

を
約
束
し
た
。

③
鉄
道
公
団
で
は
本
年
は
醸
池
と
十

日
町
側
及
び
六
日
町
側
と
三
ヵ
所
か

ら
ト
ン
ネ
ル
を
堀
削
を
し
た
い
。

▼
十
四
日
市
長
出
県
し
、
知
事
及
び

土
木
部
長
、
関
係
課
長
に
県
道
雪
峠

線
と
川
口
i
岩
沢
線
の
完
全
交
通
確

保
並
び
に
川
ロ
ー
岩
沢
線
が
危
険
の

場
合
の
国
道
一
一
七
号
線
塩
殿
地
内

の
交
通
確
保
に
つ
い
て
陳
情
し
た
。

塩
殿
地
内
に
つ
い
て
は
危
険
箇
所
長

く
交
通
確
保
で
き
な
い
旨
回
答
が
あ

っ
た
。

▼
同
日
小
千
谷
市
役
所
で
開
か
れ
た

関
係
市
長
村
、
県
、
国
鉄
当
局
と
の

対
策
会
議
（
助
役
出
席
）
で
県
道
川

ロ
ー
岩
沢
線
高
場
山
地
内
の
人
車

変
通
禁
止
を
一
月
二
十
五
日
以
降
実

施
す
る
こ
と
を
了
解
し
た
。

こ
の
会
識
で
国
鉄
側
は
急
な
動
き
は

な
い
が
変
動
続
き
危
険
。
警
察
当
局

は
人
身
保
護
の
た
め
交
通
禁
止
が
妥

当
。
道
路
管
理
者
は
安
全
確
保
の
限

界
で
一
月
二
十
日
以
降
禁
止
す
る
。

と
主
張
が
あ
り
討
議
を
重
ね
結
局
二

十
五
日
以
降
禁
止
す
る
こ
と
が
了
解

さ
れ
た
。
十
日
酊
市
は
、
交
通
止
後

の
対
策
と
し
て
①
国
道
一
一
七
号
線

小
千
谷
－
岩
沢
間
の
交
通
確
保
②
列

車
代
行
バ
ス
を
小
千
谷
駅
に
停
車
し

乗
降
者
を
認
め
る
。
要
望
①
に
つ
い

て
は
な
だ
れ
危
険
で
不
能
。
②
に
つ

い
て
は
は
陸
運
局
に
申
請
し
て
努
力

す
る
旨
の
回
答
を
得
た
。

▼
十
三
、
四
日
国
鉄
技
術
調
査
団
一

行
三
十
数
人
の
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
に

現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
、
当
面
の
応

急
工
法
お
よ
び
現
場
安
全
基
準
の
限

界
を
地
盤
の
動
き
が
一
日
六
十
、
ゲ
桝

に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

▼
十
五
日
午
前
二
時
小
千
谷
土
木
事

務
所
長
よ
り
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
地
辻

の
危
険
切
迫
の
た
め
県
道
の
人
車
変

通
禁
止
を
緊
急
実
施
し
た
旨
通
報
を

う
げ
た
。
直
ち
に
事
態
の
は
握
に
努

め
る
と
共
に
議
会
筋
、
商
工
会
議
斬

織
物
工
業
協
同
組
合
そ
の
他
企
業
者

運
輸
業
社
な
ど
に
電
話
通
報
を
行
な

っ
た
ほ
か
チ
ャ
イ
ム
、
市
報
、
有
放
の

『
臨
時
放
送
に
よ
り
周
知
を
は
か
っ
た

▼
十
六
日
助
役
、
市
長
公
室
長
補
佐

帯
同
出
県
、
知
亭
、
総
務
部
長
は
じ

め
関
係
部
課
長
に
対
し
事
態
の
緊
迫

を
訴
え
、
鶉
峠
線
の
完
全
二
車
線
確

保
お
よ
び
国
鉄
代
行
バ
ス
の
小
千
谷

駅
停
車
実
現
の
た
め
持
別
手
段
を
要

請
し
た
。

▼
十
七
日
小
千
谷
市
役
所
に
沿
線
六

市
町
村
長
、
土
木
事
務
所
長
が
参
集

地
す
べ
り
の
状
況
は
握
、
バ
ス
の
運

行
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
▼
同
日
市
議
会
全
員
協
議
会
が
開
か

一
れ
市
長
、
議
長
か
ら
経
過
報
告
の
あ

と
今
後
の
対
策
が
協
議
さ
れ
、
早
急

に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
関
係
機

関
に
緊
急
対
策
の
実
施
を
強
力
に
働

き
か
け
る
こ
と
を
串
し
合
わ
せ
た
．

▼
十
八
日
市
、
商
工
会
議
所
、
市
農

協
、
織
物
組
合
が
主
催
、
青
年
会
議

所
主
管
に
よ
り
「
交
通
を
確
保
し
孤

立
を
防
6
、
市
民
集
会
」
　
（
別
掲
）
を

開
き
、
関
係
当
局
よ
り
直
接
現
状
の

説
明
と
対
策
を
聞
い
た
。
席
上
市
民

ぐ
る
み
で
孤
立
を
防
ぐ
運
動
を
展
開

す
る
た
め
「
市
民
会
議
」
の
結
成
が

決
定
さ
れ
、
正
副
委
員
長
を
選
任
、

事
務
局
は
市
長
公
窒
内
に
置
く
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。

▼
二
十
二
日
午
前
二
時
十
分
十
R
町

駅
長
よ
り
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
が
地
虻

り
の
た
め
約
九
十
麿
、
ス
ノ
！
セ
ッ

ト
ニ
十
麿
が
遂
に
崩
壊
し
た
旨
通
報

が
あ
っ
た
。
直
ち
に
上
京
中
の
市
長

に
急
報
す
る
と
と
も
に
陳
情
の
た
め

代
表
が
上
京
し
た
。

▼
同
日
市
長
公
室
長
補
佐
出
県
、
副

知
事
ほ
か
関
係
部
課
長
に
、
雪
中
の

交
通
確
保
の
早
急
措
置
に
つ
い
て
陳

情
し
た
。

▼
一
月
二
十
三
日
「
市
民
会
議
」
代

表
を
含
む
陳
情
団
が
上
京
中
央
陳
情

を
行
な
っ
た
。
　
（
別
掲
）

市
民
会
議
の
組
織
へ

冬
の
交
通
を
確
保
し
孤
立
を
防
ぐ

市
民
集
会

写
真
は
崩
壊
し
た
高
場
山
ト
ソ
ネ
ル

　
国
鉄
飯
山
線
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の

災
害
で
、
県
道
川
口
－
岩
沢
線
も
不

通
と
な
り
雪
峠
線
（
県
道
小
千
谷
～

十
日
町
線
）
だ
け
と
い
う
最
悪
の
状

態
に
な
っ
た
の
で
、
市
で
は
、
去
る

十
八
日
商
工
福
祉
会
舘
ホ
ー
ル
で

「
冬
の
交
通
を
確
保
し
孤
立
を
防
ぐ

市
民
集
会
」
を
開
き
ま
し
た
が
、
当

日
の
集
会
に
は
、
鈴
木
長
野
鉄
道
管

理
局
長
、
広
瀬
県
道
路
補
修
課
長
、

国道見取図
小千谷市

川口皿∫

小出町

鴛か高場山

国道17号

国道252号飯
山
穣

美
趨
融

日町市

国道253号

、蚕、

六日町

　
の
　
雪

」
『
「

信
濃

大
家
上
越
国
道
事
務
所
長
、
天
城
県

道
路
建
設
課
長
舗
佐
、
相
馬
十
日
町

横
山
小
千
谷
両
土
木
事
務
所
長
、
梅

沢
十
日
町
警
察
署
長
、
市
側
で
は
、

村
山
市
長
島
田
市
議
会
議
長
、
そ
の

他
関
係
隣
接
町
村
代
表
ら
が
出
席
、

約
五
百
人
の
而
民
が
集
ま
っ
た
な
か

で
、
青
年
会
議
所
山
内
純
二
氏
の
司

会
で
会
議
が
進
め
ら
れ
、
市
民
代
表

と
し
て
滝
沢
文
一
織
協
理
事
長
、
山

内
正
豊
商
工
会
議
所
商
業
部
会
、
佐

藤
栄
作
青
年
会
議
所
代
表
ら
が
当
局

側
に
対
し
質
間
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ

に
対
す
る
関
係
当
局
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
同
集
会
の
終
了
後
、
青
年
会
議
所

理
事
長
諸
里
正
興
氏
か
ら
市
民
会
議

の
⑯
役
に
と
金
十
万
円
が
市
民
会
議

委
員
長
に
選
ぱ
れ
た
村
山
市
長
に
お

く
ら
れ
、
同
集
会
を
契
機
と
し
て
道

路
確
保
の
た
め
の
市
民
会
議
を
組
織

し
て
中
央
に
強
力
な
運
動
を
展
開
す

る
亭
を
決
め
、
会
議
を
終
了
し
ま
し

た
。
以
下
は
市
民
側
と
当
局
老
側
と

の
質
間
な
ら
び
に
答
弁
の
主
な
内
容

で
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
日
朝
か
ら
降
り
し
き
る
雪
の

中
し
か
も
日
曜
日
に
も
か
＼
わ
ら
す

大
ぜ
い
の
市
民
が
会
場
一
ぱ
い
に
つ

め
か
け
、
熱
の
入
っ
た
集
会
と
な
り

ま
し
た
。
集
会
は
、
村
山
市
長
、
島

田
議
長
の
あ
い
さ
つ
を
か
わ
き
り
に

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
鈴
木
長
野
鉄
道
管
理
局

長
か
ら
．
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
動
き

に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
が
あ
り
、
た

だ
ち
に
質
議
応
答
に
入
り
ま
し
た
が

以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

　
滝
沢
織
協
理
事
長

　
全
国
織
物
産
地
の
う
ち
十
日
町
だ

け
が
交
通
不
便
の
た
め
と
り
残
さ
れ

た
か
た
ち
で
、
仕
入
に
く
る
間
屋
さ

ん
の
足
も
に
ぶ
く
、
他
産
地
に
く
ら

べ
て
非
常
な
ハ
ン
デ
を
背
負
わ
さ
れ

て
い
る
。
国
道
一
一
七
号
線
と
北
越

北
線
二
五
三
号
線
の
改
良
見
通
し
に

つ
い
て
は
ど
う
な
う
て
い
る
の
か
。

　
広
瀬
県
道
路
補
修
課
長

　
県
道
岩
沢
～
越
後
川
口
間
も
ス
ト

ッ
ブ
し
た
の
で
県
道
小
千
谷
ー
十
日

町
線
の
雪
峠
線
は
な
ん
と
し
て
も
二

車
線
を
確
保
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
が
、
金
は
か
＼
っ
て
も
こ
の
道
の

確
保
に
つ
と
め
る
．

　
大
家
上
越
国
道
事
務
所

　
長
　
国
道
一
一
七
号
線
は
、
現
在
改
良

を
行
っ
て
い
る
が
、
間
題
の
塩
殿
地

区
の
な
だ
れ
地
帯
は
、
将
来
安
心

し
て
通
れ
る
よ
う
に
十
分
調
査
し
て

か
ら
実
施
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

岩
沢
－
小
千
谷
間
は
約
十
四
億
か
か

る
が
、
こ
れ
を
何
年
間
で
や
る
か
見

通
し
は
は
っ
き
り
言
え
な
い
。
し
か

し
現
状
か
ら
し
て
早
期
に
完
成
さ
せ

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
現
在
時
点
で

は
四
十
六
、
七
年
度
中
に
改
良
を
終

わ
り
、
四
十
八
年
に
舗
装
を
完
成
さ

せ
た
い
。
こ
と
し
は
小
手
谷
地
区
の

用
地
買
収
を
行
う
予
定
で
、
四
十
七

年
に
は
改
良
を
終
わ
り
除
雪
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

　
天
城
道
路
建
設
課
長
補

　
佐
　
二
五
三
号
線
に
っ
い
て
は
、
来
年

度
ス
ノ
ー
セ
ッ
ト
と
舗
装
を
除
き
、
　
　
鈴
木
長
鉄
局
長
　
　
　
　
　
の
際
は
、
み
な
さ
ん
の
代
表
の
か
た

改
良
を
完
了
さ
せ
た
い
．
沢
ぞ
い
の
　
　
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
ま
か
ら
も
ぜ
ひ
同
行
し
て
も
ら
い
た
い

嚢
雛
議
盤
講
鵜
縫
嚢
鹸
義
雛
題
ナ
ダ

度
に
工
事
を
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
　
の
変
更
も
や
む
を
得
な
い
。
　
　
　
　
レ
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
二
月
下
旬

し
か
し
建
設
省
の
方
か
ら
予
算
が
つ
　
大
家
上
越
国
道
事
務
所
　
　
ご
ろ
に
人
ロ
ナ
ダ
レ
を
応
こ
し
て
、

け
ぱ
で
き
る
だ
け
早
く
や
り
た
い
。
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
に
入
っ
て
で
き
る
だ
け
早
い
機

一
工
妻
笑
体
九
鍔
く
象
の
金
豊
＝
七
号
馨
賢
す
る
こ
会
に
除
賓
通
行
薯
る
よ
う
に

が
か
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
先
決
で
、
二
五
二
号
線
も
地
す
し
た
い
。

　
村
山
十
日
町
市
長
　
　
　
　
べ
り
地
帯
で
、
約
二
＋
♂
の
う
ち
＋
　
佐
藤
青
年
会
議
所
代
表

　
北
越
北
線
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
る
ヂ
を
改
良
し
た
が
、
現
任
堀
之
内
側
　
　
雪
峠
線
と
と
も
に
・
塩
殿
峠
の
一

が
田
中
幹
亭
長
の
お
か
げ
で
、
三
億
十
六
～
、
十
日
町
側
七
♂
を
進
め
て
　
一
七
号
線
を
つ
ぎ
の
降
雪
期
ま
で
に

一　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。

五
千
万
円
の
予
算
が
つ
き
、
七
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
良
し
、
あ
わ
せ
て
二
五
三
号
線
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
十
日
町
土
木
所
長

二
千
万
円
で
仕
越
し
工
事
を
行
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
箇
か
ら
六
日
町
に
通
す
る
国
道
を

た
．
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
、
東
京
ブ
　
　
南
魚
に
通
す
る
県
道
三
本
は
現
在
早
急
に
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
、
ま
た

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
期
成
同
盟
会
総
松
之
山
，
六
日
町
線
一
本
に
集
中
し
自
家
用
庫
が
・
市
内
で
半
分
は
車
庫

奉
は
、
国
鉄
総
裁
、
副
総
裁
の
出
て
改
良
中
で
あ
る
が
、
士
撃
終
に
ね
む
ぞ
い
る
．
こ
う
い
う
状
態

席
し
て
い
る
中
で
田
中
幹
事
長
か
ら
わ
．
て
か
ら
、
他
の
県
道
の
改
良
に
を
一
日
も
早
く
解
決
し
て
も
ら
い
た

同
線
は
上
信
越
線
と
な
ら
ぶ
重
要
路
向
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
現
在
急
行
は
、
越
後
川
口
駅
で

線
で
早
急
に
完
成
さ
せ
る
べ
き
だ
と
　
小
川
市
助
役
　
　
停
車
し
て
い
る
が
、
小
千
谷
で
停
車

い
う
強
い
発
言
が
あ
り
、
本
年
は
大
　
　
十
五
日
午
前
二
時
の
情
報
入
電
か
さ
し
て
ほ
し
い
・
あ
わ
せ
て
臨
時
急

巾
な
予
算
が
期
待
で
き
る
と
思
う
の
ら
緊
急
対
策
会
議
を
開
き
、
関
係
団
行
パ
ス
も
十
日
町
直
通
で
通
し
て
も

で
、
用
地
買
収
に
は
地
元
の
み
な
さ
体
に
状
況
を
運
絡
す
る
一
方
、
情
報
ら
い
た
い
。
同
時
に
変
通
情
報
に
つ

ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
　
　
に
つ
い
て
は
農
協
有
放
、
消
防
の
チ
い
て
各
関
係
機
関
が
積
極
的
に
住
民

　
山
内
商
工
会
議
所
商
業
　
　
ヤ
イ
ム
、
市
報
等
で
市
民
へ
の
広
報
に
知
ら
し
め
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ

部
会
袋
　
　
　
を
行
な
っ
た
．
ま
た
＋
吉
に
は
市
く
圭
も
に
、
も
っ
と
明
確
な
答
弁

高
盈
ト
ン
ネ
ル
の
復
旧
に
つ
い
議
会
奮
農
会
謁
い
て
対
策
を
謹
や
．
て
ほ
し
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
協
議
し
た
。

て
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
、
国
道
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
長
鉄
局
長

一
七
号
・
二
五
二
・
二
垂
二
号
線
に
　
島
田
市
議
会
議
長
　
　
　
　
急
行
の
小
千
谷
停
車
は
局
だ
け
で

つ
い
て
改
良
の
見
込
み
は
ど
う
な
の
　
　
現
在
考
え
て
い
る
高
場
山
ト
ン
ネ
決
め
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
間
題
が

か
。
市
民
は
ッ
ン
ポ
さ
じ
き
に
⑯
か
ル
対
策
特
別
委
員
会
は
、
同
ト
ン
ネ
大
き
い
。
ま
た
バ
ス
の
十
日
町
乗
り

れ
て
い
る
・
小
千
谷
に
通
す
る
道
は
ル
の
早
期
復
旧
、
国
道
一
一
七
号
線
入
れ
は
・
越
後
交
通
と
の
関
係
も
あ

緩
繁
襲
倣
篶
翻
綴
塑
る
講
擁
翼

本
も
あ
る
の
に
一
本
も
満
足
に
通
行
を
主
と
し
て
運
動
を
展
開
し
た
い
。
　
　
交
通
規
制
の
聞
題
だ
が
、
交
通
は

で
き
な
い
。
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
の
災
必
要
が
あ
れ
ば
市
民
ぐ
る
み
の
災
害
先
を
見
通
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
り

害
に
対
し
て
も
市
民
に
対
す
る
当
局
対
策
特
別
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
関
係
者
の
協
力
も
大
切
で
あ
る
。
屋

の
P
R
が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
豪
と
も
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
根
の
雪
降
し
や
駐
軍
違
反
等
で
交
通

雪
対
策
特
別
委
員
会
が
で
き
て
い
る
村
山
市
長
　

停
滞
を
来
た
し
て
い
る
の
が
実
情
で

と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
市
民
各
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
十
あ
る
。
状
況
に
よ
っ
て
幸
い
本
町
六

原
髪
る
特
別
奮
会
露
設
し
妻
い
た
上
で
、
田
中
幹
鷺
を
は
丁
目
派
出
所
薯
き
た
し
、
そ
の
つ

｝
て
対
策
を
た
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
じ
め
各
関
係
方
面
に
陳
情
す
る
が
こ
ど
臨
機
応
変
の
措
置
を
と
り
た
い
。

一
、

市
民
集
会
で
提
起
さ
れ
た
必
要

対
策
事
項
の
ま
と
め

間
題
点
の
指
摘

①
十
二
月
二
十
八
日
以
降
飯
山
線
越

　
後
川
ロ
ー
岩
沢
間
（
九
ヂ
）
の
列

　
塵
が
不
通
で
あ
る
。

②
一
月
十
五
日
か
ら
県
道
川
ロ
・
小

　
千
谷
線
の
交
通
止
の
た
め
代
行
バ

　
ス
路
線
が
小
千
谷
経
由
で
八
♂
余

　
り
迂
回
と
な
っ
た
。

③
十
日
町
・
中
魚
沼
市
町
村
民
の

県
中
央
地
域
と
の
生
活
確
保
路
線

は
、
雪
峠
線
（
県
道
小
千
谷
・
千

手
・
十
日
町
線
）
の
一
路
線
だ
け

と
な
っ
た
。

二
、
緊
急
に
対
策
を
要
す
る

　
　
專
項

一
①
雪
峠
線
の
二
童
線
確
保
と
補
修
の

　
完
全
実
施
．

②
市
外
と
の
運
絡
道
路
二
路
線
の
交

通
確
保
。

②
バ
ス
輸
送
体
制
の
確
豆
。

④
市
街
地
（
十
日
町
・
小
千
谷
）
の

除
雪
促
進
と
交
通
規
制
に
よ
る
円

滑
な
交
通
確
保
．

⑤
上
越
線
急
行
列
車
の
小
千
谷
駅
全

面
停
車
の
実
現
。

⑥
飯
山
線
十
日
町
ー
長
野
間
の
輸
送

　
強
化
（
貨
車
確
保
、
急
行
増
発
）

三
、
次
の
降
蟹
期
ま
で
に
対

　
　
策
す
べ
き
事
項

①
国
道
二
五
三
号
線
六
日
町
ー
十
日

　
町
闇
の
ス
ノ
ー
セ
ッ
ト
、
舗
装
の

　
年
内
完
成
（
最
少
限
次
の
冬
に
二

車
線
確
保
）

②
国
道
一
一
七
号
線
小
千
谷
ー
岩
沢

　
間
の
次
の
冬
に
無
雪
化
で
き
る
改

良
工
亭
の
実
施
．

③
県
道
小
手
谷
・
千
手
・
十
日
町
線

　
の
雪
峠
区
間
の
年
内
舗
装
の
完
成

四
、
恒
久
的
対
策
事
項

①
飯
山
線
越
後
川
ロ
ー
岩
沢
間
の
抜

　
本
的
改
善
（
路
線
変
更
を
含
む
）

②
北
越
北
線
の
計
画
工
亭
期
間
の
短

　
縮
。
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